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22人の方を地域の相談役に委嘱▲

平成22年分所得申告相談始まる　23年度町・道民税の申告も▲

浜中町地域医療講演会　「みんなで守ろう地域の医療」を開催しました△

浜の風景　－浜中のタコ漁業－△

まなぶん　〈浜中小学校〉　〈茶内中学校〉△

健康サポート　本人はもちろん、周りも知ろう　更年期の心と体

少し杵が重いけど…力強く餅つき！
（12月３日　茶内第一小学校・保育所親子餅つき大会）
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昨
年
は
国
内
外
共
に
激
動
の
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。
特
に
世

界
的
な
高
温
と
干
ば
つ
、
豪
雨
に
よ
る
洪
水
が
多
発
し
て
農
作

物
へ
の
影
響
も
大
き
く
、
穀
物
の
輸
出
を
制
限
す
る
国
も
出
て

お
り
、
日
本
に
お
い
て
も
記
録
的
な
猛
暑
と
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
よ

る
水
害
が
多
発
し
ま
し
た
。
こ
こ
数
年
異
常
気
象
が
続
い
て
お

り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
原
因
が
地
球
温
暖
化
に
あ
る
と
す
れ
ば
、

自
然
に
と
っ
て
も
私
た
ち
人
間
に
と
っ
て
も
こ
の
影
響
は
決
し

て
プ
ラ
ス
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
厳
し
い
自
然
状
況
と
向
き
合
っ
て
、
国
民
の
食
料

を
生
産
し
て
い
る
農
漁
業
者
や
、
地
域
を
震
撼
さ
せ
る
よ
う
な

こ
と
が
進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
、政
府
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環

太
平
洋
経
済
連
携
協
定
）
へ
の
参
加
検
討
で
あ
り
ま
す
。
例
外

な
き
関
税
の
撤
廃
を
目
指
す
も
の
で
、
農
林
水
産
業
の
経
営
は

も
と
よ
り
農
山
漁
村
の
地
域
経
済
・
社
会
の
崩
壊
を
招
く
お
そ

れ
の
強
い
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加
検
討
は
、
日
本
の
一
次
産
業
の
現

状
や
食
料
安
全
保
障
を
無
視
し
た
慎
重
さ
を
欠
い
た
対
応
で
あ

り
、
到
底
国
民
の
理
解
は
得
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
昨
年
の
本
町
の
農
漁
業
の
生
産
状
況
で
す

が
、
牧
草
の
収
穫
量
は
十
分
確
保
さ
れ
ま
し
た
し
、
牛
乳
の
生

産
も
前
年
を
若
干
下
回
る
も
の
の
計
画
数
量
は
確
保
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
酪
農
戸
数
の
減
少
に
よ
る
担
い

手
対
策
と
牛
乳
の
生
産
減
に
歯
止
め
を
か
け
る
と
し
て
、
浜
中

町
農
協
と
異
業
種
企
業
の
参
加
に
よ
る
農
業
生
産
法
人
㈱
酪
農

王
国
が
本
格
的
な
生
乳
生
産
を
始
め
ら
れ
た
こ
と
は
大
変
喜
ば

し
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

漁
業
に
お
い
て
は
依
然
と
し
て
消
費
の
低
迷
が
続
く
中
で
鮭

鱒
や
秋
鮭
、
そ
し
て
サ
ン
マ
の
不
漁
は
漁
業
者
に
と
っ
て
は
大

変
厳
し
く
、
地
域
経
済
に
大
き
く
影
響
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

昆
布
漁
に
つ
い
て
は
価
格
面
で
厳
し
い
状
況
に
な
っ
た
も
の

の
、
生
産
量
も
品
質
も
良
好
で
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
町
の
増
養
殖
事
業
の
代
表
で
も
あ
る
ウ
ニ
の
完
全

養
殖
は
散
布
、
浜
中
と
も
に
順
調
な
生
産
と
な
っ
て
お
り
、
今

後
に
も
大
き
な
期
待
が
持
た
れ
て
い
る
こ
と
は
心
強
い
限
り
で

あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
国
の
公
共
事
業
抑
制
策
の
な
か
で
本
町
の
懸
案
事
業

で
あ
り
ま
す
が
、
本
年
度
に
お
い
て
は
、
国
営
環
境
保
全
型
か

ん
が
い
排
水
事
業
に
つ
い
て
は
完
了
年
と
な
り
、
霧
多
布
港
湾

の
東
防
波
堤
は
本
格
的
な
改
修
工
事
が
始
ま
り
ま
す
。
散
布
漁

港
本
港
の
拡
張
工
事
は
四
年
目
を
迎
え
ま
す
が
、
引
き
続
き
外

郭
施
設
の
整
備
工
事
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

　

防
災
対
策
と
し
て
の
海
岸
防
潮
堤
の
改
修
工
事
も
榊
町
海
岸

な
ど
は
本
年
度
で
ほ
ぼ
完
了
と
な
り
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
事
業
の
最
終
地
区
で
あ
る
浜
中
市
街
の
一
部
が

本
年
度
末
で
供
用
開
始
と
な
り
ま
す
し
、
二
十
四
年
度
で
全
地

域
完
了
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

　

財
政
難
で
先
送
り
し
て
い
た
町
営
住
宅
の
建
設
事
業
は
昨
年

度
か
ら
茶
内
団
地
の
整
備
を
進
め
て
お
り
、
本
年
度
に
お
い
て

一
棟
五
戸
平
屋
建
住
宅
を
建
設
し
ま
す
。

　

ま
た
、
映
画
「
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
」
の
ロ
ケ
地
と
な
っ
た
霧
多
布

岬
灯
台
（
湯
沸
灯
台
）
の
岬
展
望
台
周
辺
の
危
険
防
止
対
策
と

し
て
、
老
朽
化
し
た
木
柵
の
整
備
事
業
が
昨
年
度
か
ら
進
め
ら

れ
て
お
り
、
今
年
度
で
完
成
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
第
五
期
の
浜
中
町
新
し
い

ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画
は
、
多
く
の
町
民
の
参
加
と
ご
協
力
の
も

と
で
ま
と
め
ら
れ
た
計
画
で
あ
り
ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
の
テ
ー
マ

は﹃
生
命
支
え
る
大
地
と
海　

自
然
と
調
和
す
る
ま
ち・は
ま
な
か
﹄

で
あ
り
ま
す
。
命
を
育
む
の
は
食
料
で
あ
り
、
そ
の
生
産
の
源
は

大
地
と
海
で
あ
り
ま
す
。
豊
か
な
自
然
環
境
の
保
全
と
快
適
な
生

活
環
境
を
整
備
し
て
、
町
民
が
互
い
に
助
け
合
い
な
が
ら
地
域
の

活
性
化
を
図
っ
て
行
こ
う
と
す
る
思
い
が
込
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

依
然
と
し
て
厳
し
い
経
済
環
境
の
中
で
ま
ち
づ
く
り
は
年
々

厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
住
ん
で
居
る
地
域
を
大
切

に
し
て
、
愛
着
と
誇
り
が
持
て
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
町

民
の
皆
様
と
役
場
が
知
恵
を
出
し
合
っ
て
未
来
を
拓
く
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
に
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
も
、
町
民
皆
様
の
家
業
の
ご
繁
栄
と
天
候
に
恵
ま
れ
て

農
漁
業
の
生
産
が
高
ま
る
良
い
年
に
な
る
こ
と
を
願
う
と
と
も

に
、
皆
様
の
ご
多
幸
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
新
年
に
あ

た
っ
て
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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職
務
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天
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館
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ゅ
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農
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長　
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代
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田
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志

　
　
　

〃　
　
　

野　

田　

哲　

治

選
挙
管
理
委
員
会

　

委　

員　

長　

田　

畑　

秀　

子

　

職
務
代
理
者　

熊　

谷　
　
　

正

　

委　
　
　

員　

熊　

谷　

悦　

子

　
　
　

〃　
　
　

田　

中　

政　

明

　

補　

充　

員　

村　

元　

了　

惠

　
　
　

〃　
　
　

山　

平　

忠　

歳

　
　
　

〃　
　
　

髙　

橋　
　
　

繁

　
　
　

〃　
　
　

目　

黒　

耕　

次

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

　

委　

員　

長　

諏　

訪　

良　

夫

　

委　
　
　

員　

田　

畑　

睦　

男

　
　
　

〃　
　
　

田　

中　

裕　

作

　

ほ
か
職
員
一
同

あ
け
ま
し
て

　
お
め
で
と
う
ご
さ
い
ま
す

浜中町長　長谷川　徳　幸

年
頭
に
あ
た
っ
て

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
町
民
の

皆
様
に
は
ご
家
族
お
揃
い
で
つ
つ
が
な
く
新
春
を
迎
え
ら

れ
ま
し
た
こ
と
に
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
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平
成
二
十
二
年
十
一
月
二
十
九
日
、
浜
中
町
民
生
委
員

児
童
委
員
委
嘱
状
伝
達
式
並
び
に
感
謝
状
伝
達
式
が
執
り

行
わ
れ
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣

と
北
海
道
知
事
か
ら
委
嘱
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
（
以
下
、
民
生
委
員
）
は
、
皆

さ
ん
の
心
配
ご
と
や
悩
み
ご
と
の
最
も
身
近
な
相
談
相
手

で
す
。
町
に
は
、
二
十
二
人
の
民
生
委
員
が
お
り
、
生
活

困
窮
者
や
児
童
・
障
が
い
者
・
高
齢
者
・
母
子
・
父
子
家

庭
な
ど
で
悩
み
を
持
っ
て
い
る
方
へ
の
相
談
、
援
助
、
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
情
報
提
供
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
委
嘱
さ
れ
た
民
生
委
員
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
今
回
の
一
斉
改
選
で
、
町
民
の
よ
き
相
談
相
手

と
し
て
福
祉
向
上
の
た
め
に
長
年
に
わ
た
っ
て
ご
活
躍
い

た
だ
き
ま
し
た
相
模
房
雄
さ
ん
、
伊
藤
道
雄
さ
ん
、
紺
野

恵
美
子
さ
ん
が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。
長
い
間
、
本
当
に
ご

苦
労
さ
ま
で
し
た
。

～
信
頼
さ
れ
る
身
近
な
相
談
役
と
し
て
～

　

民
生
委
員
は
、
そ
の
地
域
に
長
く
居
住
し
、
そ
の
地
域

を
よ
く
知
っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
社
会
奉
仕
の
精
神
に
富

み
、
社
会
経
験
が
豊
か
で
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
気
軽
に
相

談
に
行
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
方
が
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
の
問
題
を
専
門
に
行
う
主
任
児
童
委
員

も
二
人
お
り
ま
す
。

　

あ
な
た
の
悩
み
に
対
し
、
的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て

く
れ
る
は
ず
で
す
。
勿
論
、
あ
な
た
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を

尊
重
し
、
秘
密
を
守
っ
て
く
れ
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

浜中町全域担当
【主任児童委員】
澤辺　保子さん

茶内第一地区担当

柏木　　清さん

浜中市街・
熊牛地区担当
中川　和子さん

暮帰別・新川・
仲の浜地区担当
小黒　昇一さん

茶内第三地区担当

目黒　耕次さん

姉別市街・
姉別地区担当
松井香代子さん

琵琶瀬地区担当

瓜田　勝也さん

茶内農村地区担当

児玉　勝巳さん

姉別地区担当

熊谷　盛男さん

散布地区担当

村田　準逸さん

西円朱別地区担当

寺内千惠子さん

厚陽地区担当

中村　好秋さん

榊町地区担当

山㟢　貞夫さん

霧多布一区・
湯沸地区担当
藤枝　敦子さん

円朱別・
熊牛北部地区担当
我妻　　等さん

茶内緑・本町・栄・
若葉地区担当
天木トミヱさん

奔幌戸地区担当

立花ヤエ子さん

霧多布二区・
三区地区担当
西原　基治さん

浜中町全域担当
【主任児童委員】
村元　了惠さん

茶内橋北・
旭地区担当
宮㟢やす子さん

貰人・恵茶人・
仙鳳趾地区担当
安藤　義幸さん

霧多布四区・
水取場地区担当
鈴木　　亨さん

民生委員・児童委員とは…
　民生委員・児童委員（以下、民生委員）は、
社会奉仕の精神を持って、常に住民の立場に
立って相談に応じ、必要な援助を行い、社会
福祉の増進に努めることや、民生委員には報
酬を支給しないと、法に定められております。
報酬を得ないで隣人愛と人道主義に立って、
福祉のよりよい活動を進める。これが民生委
員です。
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平
成
二
十
二
年
中
に
所
得
の
あ
る
方

で
、平
成
二
十
三
年
一
月
一
日
現
在
、

本
町
に
住
所
を
有
し
て
い
る
方
は
も

れ
な
く
申
告
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

■�

次
の
よ
う
な
方
は
申
告
を
要
し
ま

せ
ん

　

一
、生
活
扶
助
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方

　

二
、�給
与
所
得
者
で
年
末
調
整
を
さ
れ

て
い
る
方

■
申
告
に
必
要
な
も
の

　

一
、�二
十
二
年
中
の
収
入
と
経
費
が
明

ら
か
に
で
き
る
も
の
（
収
入
内
訳

書
・
領
収
書
・
源
泉
徴
収
票
）

　

二
、�家
族
の
状
況
が
明
ら
か
に
で
き
る

も
の

　

三
、�二
十
二
年
中
に
支
払
っ
た
生
命
保
険

料
・
個
人
年
金
証
明
書
等
、
国
民

年
金
保
険
料
等
を
支
払
っ
た
旨
を

証
す
る
書
類
、
地
震
保
険
料
証
明

書
、
長
期
損
害
保
険
料
証
明
書
（
平

成
十
八
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の

契
約
締
結
分
）

　

平
成
二
十
二
年
分
の
「
給
与
所
得
の
源

泉
徴
収
票
等
の
法
定
調
書
」
及
び
「
同
合

計
表
」
の
提
出
は

直
接
　
釧
路
税
務
署
へ 

「
給
与
支
払
報
告
書
」、「
同
総
括
表
」
及

び
「
退
職
所
得
の
特
別
徴
収
票
」
な
ど
の

提
出
は

直
接
　
浜
中
町
へ

（
浜
中
町
に
二
十
三
年
一
月
一
日
現
在
、

住
所
が
あ
る
方
）

※
そ
れ
以
外
の
方
は
、
直
接
受
給
者
の
所

在
市
区
町
村
へ
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
二
十
三
年
一
月
三
十
一
日
㈪
ま
で
に

各
提
出
先
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
必
着
）

平成22年分

所得申告
相談始まる

23年度
町・道民税の申告も

平
成
22
年
分
申
告
相
談
は
下
記

日
程
で
行
い
ま
す

法
定
調
書
の
提
出
を
忘
れ
な
い
で

注
意

　

白
色
の
事
業
者（
漁
業【
昆
布
作
業

員
賃
金
な
ど
】、農
業
）も
確
定
申
告

前
に
法
定
調
書
の
提
出
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

　

未
提
出
の
場
合
は
事
業
経
費
と
し

て
計
上
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

月　日 曜 受 付 時 間 地　  区 　 名 会　　     場
２.16 水 9:30〜15:00 奔幌戸・貰人・恵茶人

総合文化センター

17 木 9:30〜15:00 新川・暮帰別
18 金 9:30〜15:00 霧多布西１条〜西４条
21 月 9:30〜15:00 霧多布東１条〜東４条
22 火 9:30〜15:00 仲の浜・湯沸
23 水 9:30〜15:00 琵琶瀬
24 木 9:30〜15:00 榊町
25 金 9:30〜12:00 散布全域
28 月 9:30〜17:00 町内全域 役場税財政課

3. 1 火 9:30〜15:00 茶内市街全域
役場茶内支所2 水 9:30〜15:00 茶内農連・茶内第一

3 木 9:30〜15:00 茶内第三・東円・西円
4 金 9:30〜17:00 町内全域 総合文化センター
7 月 9:30〜15:00 浜中市街全域・熊牛原野

役場浜中支所
8 火 9:30〜15:00 姉別全域・厚陽
9 水

9:30〜17:00 町内全域 総合文化センター10 木
11 金
14 月

9:30〜17:00 町内全域 役場税財政課
15 火

　※相談月日・地区名・会場を確認のうえ、お間違えのないようお願いします。

所得申告相談日程表
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住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
を
利
用
し
て
マ
イ
ホ

ー
ム
を
新
築
や
購
入
、
増
改
築
等
を
し
た

と
き
に
は
、
次
の
一
定
要
件
に
あ
て
は
ま

れ
ば
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
要
件

　

①�

住
宅
取
得
後
六
カ
月
以
内
に
入
居
し

引
き
続
き
住
ん
で
い
る
こ
と
。

　

②�

家
屋
の
床
面
積
（
登
記
面
積
）
が

五
〇
㎡
以
上
で
あ
る
こ
と
。

　

③�

住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
を
利
用
し
、
そ
の

返
済
期
間
が
十
年
以
上
で
、
月
賦
の

よ
う
に
分
割
返
済
し
て
い
る
こ
と
。

　

④�

中
古
住
宅
の
場
合
は
、
取
得
の
日
以

前
二
十
年
以
内
に
建
築
さ
れ
た
も
の

で
、
建
築
後
使
用
さ
れ
た
こ
と
が
あ

る
こ
と
。

　

⑤�

増
改
築
の
場
合
は
増
改
築
な
ど
の
工

事
費
用
が
百
万
円
を
超
え
一
定
の
証

明
が
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

※�

住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
に
は
、
家
屋
の
新
築

や
購
入
と
と
も
に
す
る
そ
の
敷
地
な
ど

の
購
入
に
係
る
ロ
ー
ン
な
ど
一
定
の
も

の
が
含
ま
れ
ま
す
。

　

�　

な
お
、
敷
地
な
ど
の
購
入
に
係
る
住

宅
ロ
ー
ン
等
の
年
末
残
高
が
あ
っ
て
も
、

家
屋
の
新
築
や
購
入
に
係
る
住
宅
ロ
ー

ン
等
の
年
末
残
高
が
な
い
場
合
に
は
、

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

■
必
要
な
添
付
書
類

　

そ
の
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告
書
に

次
の
書
類
を
添
付
し
て
税
務
署
に
申
告
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
給
与
所
得
者
は
一
年
目
に
確

定
申
告
す
る
と
、
二
年
目
以
降
は
勤
務
先

に
一
定
の
書
類
を
提
出
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
年
末
調
整
で
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

①
源
泉
徴
収
票
（
受
給
者
交
付
用
）

　

②�

住
民
票
の
写
し

　

③�

登
記
事
項
証
明
書
や
請
負
契
約
書
な

ど
家
屋
等
の
取
得
年
月
日
・
床
面
積
・

取
得
価
格
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
、

ま
た
は
そ
の
写
し

　

④�

住
宅
取
得
資
金
な
ど
に
係
る
借
入
金

の
年
末
残
高
等
証
明
書

　

⑤�

増
改
築
の
場
合
は
、
さ
ら
に
建
築
確

認
通
知
書
の
写
し
、
検
査
済
証
の
写

し
、
ま
た
は
建
築
士
か
ら
交
付
を
受

け
た
増
改
築
等
工
事
証
明
書

住
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
に
つ
い
て

■�

住
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
概
要

に
つ
い
て

　

平
成
十
一
年
か
ら
平
成
十
八
年
ま
で
に

入
居
、
ま
た
は
平
成
二
十
一
年
か
ら
平
成

二
十
五
年
ま
で
に
入
居
し
た
方
で
、
所
得

税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
適
用
を
受
け
た

方
に
つ
い
て
は
、
所
得
税
か
ら
控
除
し
き

れ
な
か
っ
た
額
を
翌
年
度
分
の
住
民
税
か

ら
控
除
（
九
万
七
千
五
百
円
が
上
限
）
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
昨
年
の
地
方
税
法

改
正
に
よ
り
、
確
定
申
告
書
の
添
付
書
類

や
給
与
支
払
報
告
書
（
源
泉
徴
収
票
）
の

適
要
欄
に
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
可
能

額
と
居
住
開
始
年
月
日
な
ど
が
明
記
さ
れ

る
こ
と
で
、
町
が
必
要
な
情
報
を
把
握
で

き
る
仕
組
み
へ
変
更
さ
れ
た
の
で
住
民
税

の
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
申
告
書

の
提
出
は
不
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■�

住
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
対
象

と
な
ら
な
い
主
な
場
合

○�

平
成
十
九
年
及
び
平
成
二
十
年
に
入
居

の
場
合
。

○�

所
得
税
か
ら
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を
全
額

控
除
で
き
る
場
合
。

○�

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を
適
用
し
な
く
て
も

所
得
税
が
か
か
ら
な
い
場
合
。

○�

所
得
の
減
少
や
他
の
控
除
に
よ
り
翌
年

度
の
住
民
税
が
か
か
ら
な
い
場
合
な
ど
。

こ
の
記
事
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ
先

役
場
　

税
財
政
課
　

課
税
係

　
☎
六
二
︱

二
一
七
三
（
直
通
）

※�

所
得
税
確
定
申
告
の
ほ
か
、
町
民

税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税

な
ど
町
税
に
つ
き
ま
し
て
も
、
ご

不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

事
業
者
の
償
却
資
産
の
申
告
に
つ
い
て

　

平
成
二
十
三
年
一
月
一
日
現
在
、
事
業
の

た
め
の
償
却
資
産
を
町
内
に
所
有
し
て
い
る

法
人
や
個
人
の
方
は
、
償
却
資
産
申
告
書
の

提
出
も
お
願
い
し
ま
す
。
提
出
期
日
は
平
成

二
十
三
年
一
月
三
十
一
日
ま
で
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

申
告
書
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
二
年
度
の

償
却
資
産
を
申
告
し
て
い
る
方
に
つ
き
ま
し

て
は
、
町
よ
り
郵
送
し
て
い
ま
す
が
、
平
成

二
十
二
年
中
に
新
規
事
業
者
に
な
ら
れ
た
方

や
、
町
内
に
事
業
所
を
開
設
さ
れ
た
法
人
に

つ
き
ま
し
て
は
、
お
手
数
で
す
が
、
役
場
税

財
政
課
課
税
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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こ
の
度
の
講
演
会
は
、
道
立
紋
別
病
院

の
医
師
不
足
に
よ
り
崩
壊
に
瀕
し
て
い
る

紋
別
の
医
療
環
境
を
少
し
で
も
改
善
し
よ

う
と
、
市
民
有
志
に
よ
り
発
足
し
た
「
紋

別
の
地
域
医
療
を
育
て
守
る
会
」
の
活
動

を
通
し
て
、
地
域
医
療
に
対
す
る
共
通
理

解
と
連
携
を
深
め
る
こ
と
を
期
待
し
て
開

催
し
ま
し
た
。
以
下
、
内
容
に
つ
い
て
ご

報
告
し
ま
す
。

『
市
民
の
力
で
地
域
医
療
を
育
て
守
ろ
う
』

　

�「
紋
別
の
地
域
医
療
を
育
て
守
る
会
」

の
活
動
の
紹
介紋

別
の
地
域
医
療
を
育
て
守
る
会　

事
務
局
長　

寺
下　
　

理
氏

　

当
会
は
市
民
の
グ
ル
ー
プ
で
す
。
現
在

会
員
は
六
十
名
。
医
療
関
係
者
、会
社
員
、

主
婦
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

　

当
会
発
足
の
背
景
は
、
道
立
紋
別
病
院

が
医
師
不
足
に
よ
り
崩
壊
し
て
い
く
中
で
、

「
地
域
の
医
療
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
？
み
ん

な
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
？
そ
れ
じ
ゃ

あ
話
し
合
っ
て
み
よ
う
。」
と
い
う
の
が
ス

タ
ー
ト
で
す
。
話
し
合
い
や
勉
強
を
し
て

い
く
中
で
、
市
民
で
医
療
再
生
に
向
け
て

出
来
る
事
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
の

た
め
に
は
、
医
療
、
保
健
、
福
祉
に
関
心

を
持
ち
、
も
っ
と
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
ま
た
、
多
く
の
市
民
に
私
た
ち
と
同

じ
く
関
心
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う

の
が
当
会
を
立
ち
上
げ
た
背
景
で
す
。

　

現
在
の
主
な
活
動
は
四
つ
あ
り
ま
す
。

一
つ
目
は
、
講
師
例
会
、
地
域
懇
談
会
の

開
催
で
す
。
市
長
や
道
立
紋
別
病
院
長
か

ら
考
え
を
聞
く
懇
談
会
の
開
催
や
、
市
外

の
医
師
や
急
病
セ
ン
タ
ー
看
護
師
に
よ
る

講
演
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
医
療
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
た
際

に
は
、
医
師
か
ら
地
域
医
療
に
対
す
る
取

り
組
み
を
評
価
さ
れ
、
当
時
市
立
急
病
セ

ン
タ
ー
の
医
師
を
確
保
で
き
て
い
な
か
っ

た
が
、
出
張
診
療
す
る
形
で
支
援
し
て
い

た
だ
く
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　

二
つ
目
は
、
か
わ
ら
版
の
発
行
で
す
。

当
会
の
活
動
を
通
し
て
、
市
民
に
地
域
医

療
に
対
す
る
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
の
が

目
的
で
す
。
コ
ン
ビ
ニ
受
診
の
抑
制
の
呼

び
か
け
、
命
の
バ
ト
ン
の
普
及
推
進
を
伝

え
て
い
ま
す
。

　

三
つ
目
は
命
の
バ
ト
ン
の
普
及
推
進
で

す
。
紋
別
市
で
は
六
十
五
歳
以
上
の
独
居

世
帯
に
無
料
配
付
し
て
お
り
、
配
付
は
各

町
内
会
の
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
員
に

頼
ん
で
い
る
が
、
配
付
す
る
人
に
よ
っ
て

取
り
組
み
に
温
度
差
が
あ
り
ま
す
。
当
会

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
普
及
を
手
伝
っ
て
い

る
が
、
ま
だ
ま
だ
浸
透
し
て
い
な
い
の
が

課
題
で
す
。

　
「
緊
急
時
に
本
人
や
家
族
が
薬
の
名
前
、

用
量
を
必
ず
言
え
ま
す
か
？
」
救
急
で
搬

送
さ
れ
た
病
院
で
は
、
迅
速
な
処
置
や
医

療
ミ
ス
が
起
き
な
い
よ
う
に
、
病
歴
や
症

状
を
判
断
す
る
の
が
非
常
に
重
要
で
す
。

服
薬
し
て
い
る
薬
に
よ
っ
て
は
投
薬
し
て

は
い
け
な
い
薬
が
あ
り
ま
す
。
今
の
時
代

は
、
医
師
は
自
分
が
出
来
る
事
の
最
大
限

の
事
は
で
き
ず
、
自
分
が
や
っ
て
も
絶
対

ミ
ス
が
起
き
な
い
事
し
か
で
き
な
い
。
こ

の
よ
う
な
時
代
の
中
、
命
の
バ
ト
ン
の
情

報
は
自
ら
の
命
を
守
る
強
力
な
武
器
な
の

で
す
。

　

四
つ
目
は
、
コ
ン
ビ
ニ
受
診
の
抑
制
で

す
。
コ
ン
ビ
ニ
受
診
と
は
不
要
不
急
の
休

日
夜
間
の
受
診
で
す
。
例
え
ば
、「
昼
は

仕
事
が
あ
る
か
ら
。」「
飲
ん
で
い
る
薬
が

切
れ
た
か
ら
。」
な
ど
。
休
日
夜
間
の
救

急
患
者
の
約
九
割
が
軽
い
処
置
で
帰
宅
し

て
い
る
コ
ン
ビ
ニ
受
診
な
の
で
す
。
休
日

夜
間
に
緊
急
の
患
者
を
見
る
の
は
、
ど
の

医
師
も
嫌
が
ら
な
い
は
ず
で
す
。
し
か
し
、

コ
ン
ビ
ニ
受
診
が
多
い
と
、
医
師
の
平
均

残
業
時
間
は
月
に
百
時
間
か
ら
二
百
時
間

に
も
な
り
、
そ
の
地
域
の
医
師
を
辞
め
る

ま
で
永
遠
に
続
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
疲

労
や
眠
気
の
中
で
、
医
療
ミ
ス
が
起
こ
る

と
、
今
の
時
代
、
患
者
は
訴
え
ま
す
。
訴

訟
さ
れ
る
と
、
医
師
と
し
て
働
け
な
く
な

る
の
で
診
な
い
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
れ

が
、
普
通
の
医
師
が
と
る
防
衛
反
応
で
す
。

コ
ン
ビ
ニ
受
診
は
医
療
資
源
を
枯
渇
さ
せ

ま
す
。
適
正
受
診
の
心
掛
け
を
み
ん
な
に

伝
え
る
の
も
一
つ
の
住
民
活
動
な
の
で
す
。

　

医
療
崩
壊
は
伝
染
し
ま
す
。
浜
中
町
で

例
え
る
と
、
浜
中
の
医
療
が
崩
壊
し
た
場

合
、
厚
岸
の
医
療
機
関
へ
患
者
は
集
中
し

ま
す
。
患
者
が
集
中
し
疲
弊
し
た
厚
岸
の

医
療
機
関
の
医
師
は
、
大
都
市
の
労
働
環

境
の
良
い
病
院
へ
逃
げ
ま
す
。
次
に
患
者

は
釧
路
の
医
療
機
関
へ
集
中
し
、
釧
路
の

医
療
機
関
の
医
師
も
逃
げ
て
い
き
ま
す
。

次
は
帯
広
？
北
見
？
札
幌
？
そ
ん
な
医
療

崩
壊
の
伝
染
が
起
こ
っ
て
は
い
け
な
い
。

だ
か
ら
、
コ
ン
ビ
ニ
受
診
の
抑
制
は
医
療

崩
壊
を
伝
染
さ
せ
な
い
た
め
の
ワ
ク
チ
ン

な
の
で
す
。

　

地
域
医
療
の
主
役
は
住
民
で
す
。
住
民

の
意
識
が
地
域
医
療
を
守
る
こ
と
も
崩
壊

さ
せ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

私
達
の
労
働
環
境
や
働
き
方
が
変
わ
っ

た
よ
う
に
、
医
師
の
労
働
環
境
や
医
療
を

　
浜
中
町
地
域
医
療
講
演
会

「
み
ん
な
で
守
ろ
う
地
域
の
医
療
」
を
開
催
し
ま
し
た
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取
り
巻
く
環
境
も
変
わ
り
ま
し
た
。
今
の

時
代
の
医
師
が
来
や
す
く
、
行
き
た
い
と

思
う
地
域
作
り
が
非
常
に
大
切
で
あ
り
、

そ
こ
に
は
住
民
の
意
識
改
革
や
活
動
が
絶

対
に
必
要
で
す
。

『
誰
が
地
域
医
療
を
守
る
の
か
…
』

　

住
民
が
で
き
る
こ
と
、

　

住
民
に
し
か
で
き
な
い
こ
と
と
は
…

紋
別
の
地
域
医
療
を
育
て
守
る
会　

発
起
人　

横
内　

寿
治
氏

　

道
立
紋
別
病
院
で
は
医
師
が
減
少
し
夜

間
休
日
の
受
入
れ
を
停
止
し
た
。
夜
間
休

日
の
救
急
は
一
般
病
院
で
の
輪
番
制
と

な
っ
た
が
、
市
内
の
医
師
の
平
均
年
齢
は

六
十
五
歳
を
超
え
て
お
り
夜
間
勤
務
は
体

力
的
に
厳
し
い
状
況
だ
っ
た
。
そ
し
て
、

一
次
救
急
は
紋
別
市
が
担
う
事
と
な
っ
た

が
医
師
の
当
て
は
無
か
っ
た
。

　

そ
ん
な
中
で
、
地
域
医
療
を
守
る
地
方

議
員
連
盟
設
立
総
会
を
知
り
、
総
会
に
参

加
し
た
。
夕
張
の
村
上
先
生
の
講
演
を
聞

き
、
こ
の
人
に
相
談
し
よ
う
と
思
い
夕
張

に
相
談
に
行
っ
た
が
「
あ
な
た
の
地
域
は

医
師
が
来
ら
れ
る
よ
う
な
活
動
や
努
力
を

し
て
い
る
の
か
？
努
力
も
し
な
い
で
こ
こ

へ
来
て
医
師
を
派
遣
し
て
く
れ
な
ん
て
話

に
な
ら
な
い
。」
と
怒
ら
れ
た
。

　

地
方
議
員
連
盟
の
集
ま
り
が
も
う
一
度

あ
っ
た
時
に
、
夕
張
の
永
森
先
生
か
ら
声

を
か
け
て
も
ら
っ
た
。「
今
、
夕
張
に
は

本
州
か
ら
研
修
し
た
い
医
師
が
沢
山
来

て
い
る
。
断
っ
た
医
師
も
沢
山
い
る
。
け

れ
ど
、
ま
だ
紋
別
を
紹
介
す
る
ま
で
に
は

な
っ
て
い
な
い
。」
と
言
わ
れ
た
。
こ
の
言

葉
の
裏
に
何
が
あ
る
の
か
考
え
た
。
紋
別

に
は
医
師
を
受
け
入
れ
る
体
制
、
姿
勢
が

な
い
の
だ
と
思
い
、
医
療
の
現
状
を
み
ん

な
に
話
し
理
解
者
を
増
や
そ
う
と
地
域
医

療
勉
強
会
を
作
り
住
民
活
動
を
始
め
た
。

　

地
方
議
員
連
盟
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
小
樽

で
あ
り
、
そ
こ
へ
紋
別
市
長
を
連
れ
て

行
っ
た
。
わ
ざ
わ
ざ
市
長
が
来
て
く
れ
た

こ
と
に
医
師
も
感
激
し
、
そ
の
頃
か
ら
少

し
ず
つ
動
き
始
め
た
。
そ
の
後
も
、
市
長

と
一
緒
に
夕
張
へ
足
を
運
び
、「
急
病
を

診
る
の
で
は
な
く
、
急
病
を
無
く
す
た

め
。」
に
休
日
夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー
を
立

ち
上
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

昔
は
、
三
百
六
十
五
日
ず
っ
と
診
て
き

た
医
師
が
多
い
。
自
分
に
置
き
換
え
て
考

え
る
と
凄
い
こ
と
だ
と
思
う
。
し
か
し
、

時
代
は
変
わ
り
、
昔
は
酒
飲
ん
で
診
て
も

何
も
言
わ
れ
な
か
っ
た
が
、
今
の
医
師
は

酒
も
飲
め
な
い
。
そ
れ
を
三
百
六
十
五
日

ず
っ
と
は
酷
だ
。
だ
か
ら
医
師
は
あ
ち
こ

ち
で
去
っ
て
い
っ
た
。
人
間
と
し
て
考
え

た
ら
ど
う
な
の
か
？
そ
ん
な
生
活
を
で
き

る
の
か
？
自
分
は
出
来
な
い
が
他
人
に

そ
れ
を
求
め
る
の
か
？
穂
別
で
は
年
間

一
〇
〇
〇
件
の
時
間
外
を
診
た
医
師
が
一

度
退
職
し
、
住
民
が
署
名
活
動
を
し
て
夜

間
は
診
な
い
条
件
で
戻
っ
て
き
て
も
ら
っ

た
が
、
ま
た
同
じ
く
夜
間
を
診
て
ほ
し
い

と
い
う
状
況
に
戻
っ
て
し
ま
っ
た
。
医
師

も
苦
悩
し
て
や
っ
て
い
る
。
み
ん
な
が
超

人
的
な
こ
と
を
で
き
る
訳
が
な
い
。

　

昔
は
、
大
学
病
院
か
ら
地
方
へ
医
師
を

派
遣
し
医
療
が
保
た
れ
て
き
た
。
今
は
そ

れ
を
期
待
で
き
な
い
。
だ
か
ら
、
こ
こ
へ

来
て
も
ら
う
事
を
考
え
る
し
か
な
い
。
趣

味
を
き
っ
か
け
に
し
た
り
、
町
の
い
い
と

こ
ろ
を
紹
介
し
、
遊
び
に
来
て
も
ら
う
感

じ
か
ら
始
め
る
の
が
大
事
で
あ
る
。
そ
れ

が
将
来
に
繋
が
れ
ば
い
い
の
だ
か
ら
。

　

医
師
を
守
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の

か
。
今
後
は
も
っ
と
医
師
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
だ
。
病
院
で
は

あ
く
ま
で
医
師
と
患
者
の
立
場
な
の
で
、

病
院
を
離
れ
た
場
所
で
個
人
的
な
話
を
し

な
い
と
心
は
通
じ
な
い
。
通
じ
る
こ
と
が

医
師
を
守
っ
て
い
く
こ
と
に
繋
が
り
、
そ

ん
な
町
に
は
医
師
が
来
る
。
逆
に
、
医
師

の
悪
口
を
ネ
ッ
ト
で
書
い
て
い
る
町
に
は

医
師
は
来
な
い
。
全
国
の
医
師
が
見
て
医

師
の
間
で
噂
に
な
る
か
ら
だ
。

　

浜
中
町
は
浜
中
町
に
合
う
取
り
組
み
を

考
え
て
欲
し
い
。
そ
れ
は
行
政
任
せ
に
は

で
き
な
い
、
医
師
は
行
政
を
信
用
し
て
い

な
い
、
な
ぜ
な
ら
ば
首
長
が
変
わ
れ
ば
方

向
が
変
わ
る
か
ら
で
あ
る
。
変
わ
ら
な
い

の
が
住
民
で
あ
り
、
支
え
ら
れ
る
の
が
住

民
で
あ
る
。

　

今
大
事
な
こ
と
は
、
病
院
の
問
題
よ
り

も
保
健
や
福
祉
を
ど
う
進
め
て
い
く
か
で

あ
る
。
こ
れ
か
ら
高
齢
者
が
増
え
て
い
く

と
、
み
ん
な
が
病
院
に
は
入
れ
な
い
時
代

に
な
る
。
都
会
の
大
病
院
で
手
術
し
て

帰
っ
て
き
て
も
地
元
に
戻
っ
て
く
る
場
所

が
無
い
。
自
分
で
自
分
の
体
を
守
る
た
め

に
予
防
を
き
ち
ん
と
や
れ
ば
医
療
の
負
担

は
減
り
、
医
師
の
負
担
も
減
る
。

　

住
民
組
織
を
作
ら
な
く
て
も
、
こ
の
こ

と
を
広
め
る
こ
と
が
住
民
の
活
動
と
な

る
。
こ
う
い
う
活
動
は
地
域
を
越
え
て
広

げ
て
い
く
と
、
大
き
な
力
と
な
り
お
互
い

を
高
め
ま
す
。
困
っ
て
い
る
の
は
浜
中
だ

け
で
は
な
い
の
で
全
国
と
繋
が
っ
て
住
民

活
動
を
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。
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平成 23年１月１日 第６号浜の風景

浜
中
の
タ
コ
漁
業

浜中町役場
水　産　課

第６号

◎
浜
中
の
タ
コ
漁
業

　

浜
中
で
漁
獲
さ
れ
る
タ
コ
は
、
ミ
ズ
ダ

コ
と
ヤ
ナ
ギ
ダ
コ
の
二
種
類
で
、
ミ
ズ
ダ

コ
は
オ
オ
ダ
コ
や
マ
ダ
コ
、
ヤ
ナ
ギ
ダ
コ

は
コ
ダ
コ
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

浜
中
の
タ
コ
漁
業
は
昆
布
、サ
ケ
マ
ス
、

サ
ン
マ
、
ウ
ニ
に
次
ぐ
主
要
な
漁
業
で
、

ヤ
ナ
ギ
ダ
コ
で
知
ら
れ
る
白
糠
を
上
回
る

漁
獲
高
が
あ
り
、
町
内
で
は
平
成
二
十
一

年
度
で
約
二
億
五
千
万
円
の
漁
獲
高
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

タ
コ
漁
業
は
、
十
月
か
ら
三
月
頃
ま
で

空
釣
り
縄
で
漁
獲
さ
れ
て
い
ま
す
。
空
釣

り
縄
は
昔
か
ら
の
伝
統
的
な
漁
法
で
針
を

仕
掛
け
た
縄
を
海
底
に
張
り
、
移
動
す
る

タ
コ
を
引
っ
掛
け
て
獲
る
も
の
で
エ
サ
は

要
り
ま
せ
ん
。
縄
を
投
入
し
て
か
ら
十
五

～
二
十
日
ほ
ど
の
間
隔
で
引
き
上
げ
ま
す
。

◎
タ
コ
の
種
類

　

ミ
ズ
ダ
コ
は
全
長
三
ｍ
以
上
、
体
重

三
〇
㎏
以
上
に
も
な
る
世
界
最
大
の
タ
コ

で
、
日
本
か
ら
ア
メ
リ
カ
ま
で
の
北
太
平

洋
の
沿
岸
沿
い
に
分
布
し
、
北
海
道
で
は

浅
瀬
か
ら
水
深
二
〇
〇
ｍ
前
後
ま
で
季
節

的
な
移
動
を
し
て
生
息
し
て
い
ま
す
。
寿

命
は
三
～
五
年
と
さ
れ
貝
類
、
甲
殻
類
、

魚
類
、
イ
カ
類
や
ナ
マ
コ
、
ホ
ヤ
な
ど
を

食
べ
て
い
ま
す
。

　

ヤ
ナ
ギ
ダ
コ
は
、
両
眼
の
間
に
淡
黄
色

の
筋
状
の
模
様
が
あ
り
ミ
ズ
ダ
コ
と
簡
単

に
識
別
で
き
ま
す
。
本
州
北
部
か
ら
サ
ハ

リ
ン
や
千
島
列
島
南
部
に
分
布
し
、
北
海

道
で
は
水
深
三
〇
ｍ
～
六
〇
〇
ｍ
に
生
育

し
深
浅
移
動
を
し
て
い
ま
す
。
体
長
は
最

大
一
．
五
ｍ
、
体
重
は
七
㎏
程
度
と
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
年
齢
や
成
長
、
寿
命
な
ど

は
よ
く
判
っ
て
い
ま
せ
ん
。
甲
殻
類
、
貝

類
、
魚
類
を
食
べ
て
い
ま
す
。

◎
増
殖
と
管
理

　

タ
コ
の
資
源
は
長
期
的
に
は
比
較
的
安

定
し
て
推
移
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
漁

獲
に
重
量
規
制
や
休
漁
期
間
の
設
定
、
資

源
増
殖
を
図
る
た
め
の
産
卵
礁
の
設
置
な

ど
の
効
果
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
産
卵
礁
の
設
置
は
、
以
前
か
ら
古

タ
イ
ヤ
や
土
管
産
卵
礁
の
投
入
が
行
わ

れ
、
最
近
で
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
産
卵

礁
の
投
入
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

資
源
の
保
護
を
目
的
に
漁
具
数
な
ど
操
業

条
件
の
制
限
や
小
型
の
タ
コ
を
自
主
的
に

再
放
流
し
て
い
ま
す
。

昆布
1,704,455
31.2%

昆布
1,704,455
31.2%

その他
1,548,525
28.3%

その他
1,548,525
28.3%

さけ・ます
867,364
15.9%

さけ・ます
867,364
15.9%

さんま
743,482
13.6%

さんま
743,482
13.6%

うに
351,508
6.4%

うに
351,508
6.4%

たこ
250,021
4.6%

たこ
250,021
4.6%

平成21年度浜中町における漁獲額
（漁協業務報告）

ザルにさやめられた仕掛け

タコ産卵礁オクトム…産卵場として最
適なセラミック土管を内蔵したもの

足を広げると人間の大人よりも大きなミズダコ

ヤナギダコは両眼の間にある淡黄色の筋状の
模様が特徴です

釣り針：ステンレス製角型蛸針

水揚げされたタコ

単位：千円
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～　違法なごみ回収業者が現れた？　～
　最近、テレビを見ていたら、使用済みの冷蔵庫を無許可で集め、料金を徴収していた業者が
逮捕されるニュースを見ました。さらに、ひどいことに、その業者は、集めた冷蔵庫などを不
法な場所に投棄していたそうです。こんな事をする人がいるなんて、ボクには信じられません。
身勝手過ぎます！
　町にゴミを捨てることは、自分の家の周りに捨てることと同じで、多くの人に迷惑かけ、不
快な気持ちにさせます。もしもそのような人を見かけたら、役場町民課生活環境係・環境政策
係（62－2192、2194）か警察まで連絡してね！みんなで不法投棄をさせない町を作りましょう！
　ちなみに、浜中町では、57団体の企業・学校が『自然の番人宣言』をしています。

●今月のごみ分別ワンポイントは「パソコン」じゃ！
　年末や年明けに、パソコンを入れ替えた人はいな
いかな？ワシは、小型の新しいノートパソコンを
買ったぞ。そして、古いパソコンはいらなくなった
のじゃが、みんなは、その処分方法をきちんと知っ
ているかな。
　パソコンには、多くのレアメタル（金やリチウム
などの希少金属）が含まれているので、パソコンリ
サイクル法で各メーカーでリサイクルすることが、

義務化されているのじゃ。だから、不要になった場合は、必ずメーカーに
回収の受付をしてくれな。
　また、ワシも機械には強い方で、実は古いパソコンは自作で作ったのじゃ
が、そのようなパソコンやメーカーが分からないパソコンにもリサイクル
する義務があるぞ。それらのパソコンは、３Ｒ推進協会（☎03－5282－7658
　ホームページ…http://www.pc3r.jp/）で回収を行っているので、決し
てごみに出さないでくれな。燃えないごみの袋に入れてもレッドカード
じゃ。
　ボタンをクリックして、きちんと排出先を探そう！

　　　　面倒なことでも、小さなことからコ ツコ ツ と！
　　　　　　　　　それがごみ分別マスターへの一番の近道じゃ！！

№４４　ごみ博士のごみ分別ワンポイント！

レジポくんからのお知らせ！

燃えるごみ袋20Ｌ・40Ｌの材質が変わります！
　現在まで販売していた「燃えるごみ袋」は、穴が空きやすく裂けやすい材質でしたので、
今月の販売から強度の強い材質に変更します。大きさや形は変わりません。なお、「燃えない
ごみ袋」は在庫があることから、無くなるまで変更しませんので、ご了承下さい。
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十
一
月
二
十
七
日
、
白
糠
町
の
山
根

土
建
㈱
（
代
表
取
締
役
社
長
山
根
浩

氏
）
と
釧
路
市
の
日
本
道
路
㈱
北
海
道

支
店
道
東
営
業
所
（
営
業
所
所
長
渡
辺

茂
氏
）
の
地
域
貢
献
活
動
と
し
て
、
姉

別
保
育
所
の
補
修
作
業
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

両
社
は
、
貰
人
姉
別
原
野
線
道
路
の

拡
幅
工
事
を
行
っ
て
お
り
、
地
域
の

方
々
に
車
両
の
通
行
に
協
力
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
お
返
し
と
し
て
、
姉
別

保
育
所
の
柱
や
梁
、
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
な

ど
木
製
部
分
を
保
護
着
色
剤
で
塗
装

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
活
動
に
対
し
ま
し
て
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

東
京
都
及
び
そ
の
近
郊
に
居
住
さ
れ

る
浜
中
町
出
身
者
で
組
織
さ
れ
た
「
首

都
圏
ふ
る
さ
と
は
ま
な
か
会
」
の
第
六

回
総
会
が
、
十
一
月
二
十
七
日
東
京
都

市
ヶ
谷
の
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
会
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
役
員
改
選
の
年

で
あ
り
、
発
足
時
か
ら
副
会
長
を
務
め

ら
れ
た
佐
々
木
栄
さ
ん
が
退
任
さ
れ
、

後
任
に
中
田
誠
也
さ
ん
が
選
任
さ
れ
た

ほ
か
会
長
以
下
全
員
が
再
任
さ
れ
、
は

ま
な
か
会
総
会
が
終
了
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
同
会
場
で
開
催
さ
れ
た
懇

親
会
で
は
、
同
郷
の
話
題
に
花
が
咲

き
、
抽
選
会
で
盛
り
上
が
る
な
ど
、
和

や
か
な
う
ち
に
終
了
し
、
来
年
の
再
会

を
誓
い
あ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

十
一
月
二
十
四
日
、
町
と
浜
中
町
建
設
業
協
会
（
会
長
赤
石
勉
氏
）
に

よ
る
「
災
害
等
の
発
生
時
に
お
け
る
公
共
施
設
及
び
社
会
基
盤
の
災
害
応

急
復
旧
活
動
の
支
援
に
関
す
る
協
定
」
の
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
災
害
時
に
公
共
施

設
や
地
域
社
会
基
盤
の
被
害
調
査
・

災
害
応
急
対
策
な
ど
を
円
滑
に
進
め
、

災
害
の
拡
大
防
止
と
被
災
施
設
の
早

期
復
旧
を
目
的
と
さ
れ
、
町
の
要
請

に
よ
り
、
最
大
で
同
協
会
に
加
盟
す

る
十
五
社
か
ら
約
一
二
〇
名
の
人
員

と
、
バ
ッ
ク
ホ
ウ
や
ホ
イ
ー
ル
シ
ョ

ベ
ル
な
ど
の
重
機
を
派
遣
し
、
復
旧

に
向
け
て
協
力
態
勢
が
得
ら
れ
ま
す
。

　

長
谷
川
町
長
は
、「
地
震
の
多
発
地

帯
で
あ
り
、
過
去
に
は
津
波
被
害
も

受
け
た
浜
中
町
で
、
災
害
時
に
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
の
速
や
か
な
復
旧
は
重
要
。

今
回
協
定
が
締
結
し
、
と
て
も
心
強

い
。」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

故　
髙
野
功
さ
ん
（
琵
琶
瀬
）
に
、
長
年

に
わ
た
る
地
方
自
治
の
振
興
発
展
に
貢
献

さ
れ
た
功
績
を
讃
え
、
叙
勲
旭
日
単
光
章

が
贈
ら
れ
、
十
一
月
二
十
九
日
、
長
谷
川

町
長
か
ら
ご
夫
人
へ
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
氏
は
、
昭
和
五
十
八
年
五
月
の
初
当

選
か
ら
、
三
期
十
二
年
間
の
長
き
に
わ
た
っ

て
浜
中
町
議
会
議
員
と
し
て
在
職
さ
れ
、

平
成
三
年
か
ら
は
産
業
建
設
常
任
委
員
会

副
委
員
長
も
務
め
ら
れ
、
豊
富
な
経
験
と

卓
越
し
た
識
見
を
活
か
し
、
当
町
の
基
幹

産
業
で
あ
る
農
漁
業
の
基
盤
整
備
や
、
町

民
の
福
祉
の
向
上
な
ど
幅
広
い
分
野
に
ご

尽
力
さ
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

故　髙野　功　氏へ旭日単光章が贈られる

災害発生時の応急復旧を支援
町建設業協会と協定

地域貢献活動
ありがとうございます

第６回首都圏ふるさとはまなか会
が開催されました！
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K
iritappu W

etland Center

霧
多
布
湿
原

　
　

セ
ン
タ
ー
通
信

活
　
動
　
報
　
告

ワ
ン
デ
イ
シ
ェ
フ
活
動
報
告

　

毎
年
恒
例
の
ク
リ
ス
マ
ス
の
ワ
ン
デ
イ

シ
ェ
フ
・
イ
ベ
ン
ト
。
コ
ー
ス
料
理
を
企

画
し
、
予
定
し
て
い
た
50
食
も
完
売
し
ま

し
た
。

　

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
・
フ
ル
ー
ト
・
オ
ー
ボ

エ
に
よ
る
演
奏
も
あ
り
、
贅
沢
な
雰
囲
気

の
中
、
お
食
事
を
楽
し
ん
で
頂
け
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
お
越
し
頂
い
た
皆

様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

子
ど
も
自
然
ク
ラ
ブ
活
動
報
告

・
モ
モ
ン
ガ
調
査
隊

　

湿
原
セ
ン
タ
ー
裏
の
森
に
は
、
モ
モ
ン

ガ
用
の
巣
箱
を
か
け
て
い
て
、
今
回
の
活

動
で
は
、
壊
れ
て
い
る
巣
箱
の
補
修
と
、

新
し
い
巣
箱
作
り
を
行
い
ま
し
た
。
巣
箱

に
寝
て
い
る
モ
モ

ン
ガ
の
観
察
も
行

い
、
子
供
達
は
普

段
見
慣
れ
な
い
動

物
を
見
ら
れ
て
と

て
も
嬉
し
そ
う
で

し
た
。

お
　
知
　
ら
　
せ

カ
レ
ン
ダ
ー
好
評
発
売
中
で
す

　

は
ま
な
か
故
郷
え
ん
協
議
会
で
は
、
来

年
度
の
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
成
し
ま
し
た
。

浜
中
の
自
然
や
働
く
人
を
テ
ー
マ
に
し
た

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
入
賞
作
品
が
使
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
湿
原
セ
ン
タ
ー
に
て
一

部
一
、〇
〇
〇
円
で
販
売
中
で
す
。

来
年
も
、元
旦
は
「
あ
っ
た
か
初
日
の
出
」

　
６
度
目
を
迎
え
る
元
旦
の
イ
ベ
ン
ト
で

す
。
暖
か
い
湿
原
セ
ン
タ
ー
か
ら
初
日
の

出
を
眺
め
ま
せ
ん
か
。

日　

時
…
２
０
１
１
年
１
月
１
日
㈯

開　

館
…
６
時
（
日
の
出
６
時
50
分
頃
）

（
朝
は
豚
汁
を
無
料
配
布
い
た
し
ま
す
）

餅
つ
き
…
９
時
か
ら
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

場　

所
…
霧
多
布
湿
原
セ
ン
タ
ー

冬
季
休
館
の
お
知
ら
せ

１
月
４
日
～
２
月
10
日

※�

御
迷
惑
を
お
掛
け
い
た
し
ま
す
が
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

湿
原
セ
ン
タ
ー　

☎
65－

２
７
７
９

http://w
w
w
.kiritappu.or.jp/center/

　

霧
多
布
高
校
で
は
、
今
年
、
三
年
生
の
中
か
ら
、
国
内
環
境
視
察
と
し

て
群
馬
県
の
尾
瀬
沼
・
千
葉
県
の
谷
津
干
潟
へ
佐
藤
健
太
君
・
渡
邉
雄
介

君
・
木
村
亮
君
・
福
士
夏
津
弥
君
の
四
人
、
海
外
交
流
派
遣
と
し
て
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
へ
白
戸
大
貴
君
、
国
内
産
業
視
察
と
し
て
兵
庫
県
神
戸
市
な

ど
へ
山
崎
大
希
君
を
派
遣
し
、
全
て
の
研

修
が
無
事
終
了
し
た
こ
と
報
告
す
る
た

め
、
十
二
月
六
日
町
長
室
へ
訪
れ
ま
し
た
。

　

町
長
よ
り
、「
普
段
の
生
活
で
は
で
き

な
い
貴
重
な
体
験
を
、
高
校
全
体
の
財
産

の
な
る
よ
う
、
周
り
の
友
人
に
も
報
告
し

て
ほ
し
い
。」
と
、
生
徒
達
へ
の
お
願
い

が
あ
り
、「
視
察
先
で
取
り
組
ん
で
い
た

ゴ
ミ
の
持
ち
帰
り
運
動
を
町
内
で
も
広
め

た
い
。」
と
い
う
意
見
な
ど
、生
徒
た
ち
は
、

視
察
先
の
様
子
や
体
験
談
を
町
長
に
伝
え

ま
し
た
。

　

十
一
月
十
八
日
、
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、「
地
場
産
品
を
お
い
し

く
食
べ
よ
う
講
座
」
が
開
催
さ
れ
、
講

師
に
釧
路
市
在
住
の
料
理
研
究
家
君
ヶ

袋
政
子
さ
ん
を
迎
え
、
ア
サ
リ
貝
や
牛

乳
を
使
用
し
た
「
和
風
ア
サ
リ
の
ス
ー

プ
」、
昆
布
を
使
用
し
た
沖
縄
料
理

「
ク
ー
ブ
イ
リ
ー
チ
（
昆
布
の
炒
め
煮
）」

な
ど
五
品
の
作
り
方
を
約
十
名
の
参
加

者
に
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

浜
中
町
で
獲
れ
る
魚
介
類
や
牛
乳

を
中
心
に
、
北
海
道
産
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ

な
ど
の
野
菜
や
大
豆
製
品
な
ど
馴
染

み
深
い
素
材
が
使
用
で
き
る
料
理
を

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
が
実
際
に
調
理

し
学
び
ま
し
た
。

地場産品を
おいしくたべよう講座

霧多布高校生徒が
町長へ派遣視察研修の報告
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１月10日は「110番の日」です。
110番の正しいかけ方

就業している調理師の皆様へ
－届出忘れていませんか？－

国立北海道障害者職業能力開発校
入校生追加募集

風適法施行令が改正されます

休日公証相談のお知らせ

日 時　１月23日㈰　10：00～16：00
場 所　釧路市末広町７丁目２番地　金森ビル１階
　　　　　釧路公証人役場
相談内容　�遺言、相続、任意後見、尊厳死宣言、お金

の貸し借り、賃貸借、離婚に伴う養育費・
慰謝料・財産分与等

相 談 料　無　料
申込方法　�相談日の前々日（１月21日㈮）までに、電

話予約をお願いします。
●申し込み・問い合わせ先
　釧路公証人役場　☎0154-25-1365

ＮＨＫラジオ「ふるさと自慢うた自慢」
放送予定の変更について

①何があったか？
　�　どろぼうか交通事故なのか、どういう事案なのか
を話してください。

②いつ、どこで、そこに行く目標は？
　�　今から何分前、「○○町の○○商店の前…」場所
がわからないときは周りにある建物、目標となるも
のを話してください。

③事件の内容は？
　�　けが人の有無や事件事故の様子などを見たまま話
してください。

④犯人は？
　�　人数、人相、服装、逃げた方向、走ってか車でか、
車のナンバーなどを話してください。

⑤あなたの住所、氏名、電話番号は？
　110番は釧路方面本部通信司令室に直接つながり、
即時厚岸警察署や付近をパトロール中の警察車両に事
件事故の内容が入るシステムとなっています。
　正しい110番が犯人逮捕につながりますので、ご協
力をお願いします。

厚岸警察署

◎�次のところで調理の業務に従事している調理師は届
出が必要です。
　◦�寄宿舎、学校、病院、事業所、社会福祉施設、介
護老人保健施設、矯正施設、その他多数人に飲食
物を調理して供与している施設

　◦飲食店営業、魚介類販売業、そうざい製造業
◎�この就業届出は、調理師法の規定により２年ごとに
行うこととなっており、今年がその年にあたります
ので、平成22年12月31日現在の状況を平成23年１月
15日までに届けてください。
◎�届出用紙は、北海道全調理師会釧路支部又は最寄り
の保健所・支所にあります。
　《事務取扱所》
　　〒085-0032　釧路市新栄町13－13
　　　中国料理　志仙方
　　社団法人北海道全調理師会　釧路支部
　　　　　　　　　　　　　　　　　☎0154-24-4005
●問い合わせ先
　釧路保健所　健康推進課　　　　　　☎0154-22-1233

　国立北海道障害者職業能力開発校は、求職中の障が
い者を対象に、就労に必要な知識や技能を習得し自立
を目指す職業訓練施設です。平成23年度の入校生を各
訓練科目の定員に達するまで募集しています。応募方
法など詳しくは、本校または最寄りの公共職業安定所
に問い合わせください。
●問い合わせ先
　〒073-0115　砂川市焼山60番地
　国立北海道障害者職業能力開発校
　☎0125-52-2774

　10月22日、当町で公開録音されましたＮＨＫのラジ
オ番組「ふるさと自慢うた自慢」、「ふるさと自慢コン
サート」の放送予定日が下記のとおり変更となりまし
た。
放送予定　１月　８日㈯「ふるさと自慢うた自慢」
　　　　　１月15日㈯「ふるさと自慢コンサート」
※21：05～21：55〈ＮＨＫラジオ第一・全国放送〉
※放送予定は変更になる可能性があります。

　ラブホテルに関する法律上の規制が追加されます。
　風適法施行令が改正され、現在新たに規制対象とな
るラブホテル形式のホテル・旅館を経営している方
が、同様の形式で営業を継続しようとする場合は、平
成23年１月１日から平成23年１月31日までに公安委員
会（所轄の警察署）への届出が必要となります。
　詳細についてはお問い合わせください。
●問い合わせ先
　北海道警察本部　保安課　ラブホテル対策プロジェクト
　☎011-251-0110（内線3157、3158）
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今
月
の
食
材
は
「
牛
乳
」
で
す
。

　「
地
場
産
品
を
食
べ
よ
う
講
座
」
よ
り

「
み
そ
プ
リ
ン
」

【
材
料　

プ
リ
ン
型
５
個
分
】

　

☆
牛
乳
…
…
…
…
…
…
…
…
３
５
０
㏄

　

☆
卵
…
…
…
…
…
…
…
…
…
３
個

　

☆
グ
ラ
ニ
ュ
ー
糖
…
…
…
…
大
さ
じ
５
杯

　

☆
生
ク
リ
ー
ム
…
…
…
…
…
５
０
㏄

　

☆
み
そ
…
…
…
…
…
…
…
…
大
さ
じ
１
杯

【
作
り
方
】

①�

ボ
ー
ル
に
卵
を
割
り
入
れ
、
よ
く
ほ
ぐ
し
、

グ
ラ
ニ
ュ
ー
糖
を
入
れ
て
混
ぜ
る
。

②�

別
な
ボ
ー
ル
に
み
そ
を
入
れ
、
牛
乳
を
混
ぜ

な
が
ら
少
し
ず
つ
溶
く
。
さ
ら
に
生
ク
リ
ー

ム
を
加
え
て
混
ぜ
合
わ
せ
、
そ
の
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ザ
ル
な
ど
で
一
度
こ
す
。

③�

器
に
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上
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態

の
蒸
し
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に
入
れ
る
。
強
火
２
分
、
そ
の
後

火
を
弱
く
し
１
０
分
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す
。

　
（�

竹
串
を
さ
し
て
濁
っ
た
汁
が
出
な
け
れ
ば

蒸
し
上
が
り
）

※�

グ
ラ
ニ
ュ
ー
糖
の
使
用
量
は
好
み
で
加
減
し

て
く
だ
さ
い
。

（
レ
シ
ピ
提
供

料
理
研
究
家　
君
ケ
袋
政
子
様
）

【１人分の栄養素】
エネルギー� 190㎉
たんぱく質� 6.6ｇ
脂　　　質� 10.4ｇ
カルシウム� 101㎎
食塩相当量� 0.4ｇ

ＮＨＫ学園　平成23年度　生徒募集！

正しい操作で、安全除雪！

浜中町競争入札
参加資格審査申請の受付

●�　新年あけまして
おめでとうござい
ます。
　�　新しい年の始ま
りです。今年も一
人ひとりが交通事故に関心を持ち、　交通安全
に努め、悲惨な交通事故に遭わない、起こさな
いように努めましょう。
●�　交通事故による犠牲者を出さないために、交
通ルールを守り、正しいマナーを実践すること
が大切です。
　◦�スピードダウンを励行し、すべての座席で
シートベルトを客用する。

　◦�うっかり、ぼんやり、居眠り等での運転は絶
対にしない。

　◦天候や、路面に応じた安全運転をする。
　を必ず実践して下さい。
●�　みんなで町民の尊い命を守るため「スピード
のダウン」、「シートベルトの着装」をして譲り
合いの精神とゆとりのある運転をして町民総ぐ
るみで死亡事故「０」の継続を目指しましょう。

　　　　　厚岸警察署浜中グループ駐在所  

交通死亡事故０
ゼロ

継続を目指して
駐 在 所 告 知 板

交通死亡事故０
ゼロ

日
浜中町１０２日

（12月15日現在）

　ＮＨＫ学園では、通信制の高等学校「４月生普通科」
および専攻科社会福祉コース「コミュニティ・ボラン
ティア専攻」の生徒を募集しています。まずは、無料
の案内書をご請求ください。
募集内容　高等学校　４月生普通科（３年制）
　　　　　高等学校　�専攻科社会福祉コース　コミュ

ニティ・ボランティア専攻
出願期間　４月生普通科
　　　　　　平成23年２月１日～４月20日（必着）
　　　　　コミュニティ・ボランティア専攻
　　　　　　平成23年２月１日～３月22日（必着）
●問い合わせ先
　ＮＨＫ学園　　　　　　　　☎042-572-3151（代表）
　案内書請求フリーダイヤル　☎0120-06-8881

　毎年、雪のシーズンになると、除雪機による事故が
多発しています。除雪機を使う際には、次の点に注意
して操作しましょう。
①�雪詰まりを除去するときや機械を点検するときは、
必ずエンジンを止めてください。
②�雪詰まりを除去するときは、必ず雪かき棒を使って
ください。
③�機械を操作するときは、足もとや後方の障害物に十
分注意してください。
④�除雪作業をするときは、周囲に人を近づけないでく
ださい。
●問い合わせ先
　社団法人日本農業機械工業会／除雪機安全協議会
　☎03-3433-0415
○ホームページ
　http://www.jfmma.or.jp/

　平成23年度と24年度に、町が発注する工事・設計な
どについての競争入札に参加を希望される方の資格審
査の申請を受け付けます。
受付期間　平成23年１月20日～２月21日まで
　　　　　（土曜日・日曜日・祝祭日は除きます。）
受付時間　９：00～16：30
●申請書類提出・問い合わせ先
　役場　総務課　契約管財係　☎62-2127（直通）
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　本校では、学校経営方針の重点目標の
一つに「小中高連携の強化」があり、茶
内地区の三つの小学校と地元の霧多布高
校を含め、積極的な情報交流を行い、主
に授業交流を中心とした連携活動を行っ
ています。
　この連携事業では『地域の子どもたち
を４校が責任を持って教育する』という
考えに立ち、本校では、特に小学校児童

の現状を把握し、安心感のある中学校への接続を実現するため、
義務教育９年間を見通した学習の継続性・系統性を押さえた効果
的な学習指導の展開を意識し取り組んでいます。
　今年度は、小学校・高等学校での授業参観の他、西円朱別小学
校で音楽（学芸会に向けた全校音楽の指導）と美術（作品展に向
けた絵画指導）の出前授業を５回実施することができました。本
校の先生方は、小中連携の重要性を十分理解した中で、時間の調
整を図りながら真摯に取り組んでいます。
　茶内地区の子どもたちの健やかな成長を願い、今後も積極的な
連携・協力体制が図れるよう努力していこうと思います。

　平成22年度の浜中小学校は、５人の新１年生と統合によって貰人地区の６人の児童を迎
えた36人（５学級編成で男子17人、女子19人）でスタートしました。新しい仲間が増えた
ことによって、どの学級も今までと違う雰囲気が感じられ、よい刺激となっています。職
員には異動がなく、学級増によって学級担任１人が増員になった形です。
　本校は『夢を求め、人に学び、里に生きる』をめざす子ども像として、「一人ひとりが確
実に知識・技能を身に付け、心豊かでよりよく生きようとする子どもの育成」を学校の課
題としています。そして、本年度も浜中町の研究指定（平成22・23年度）を受け、研究テー
マを『自ら主体的に学び、仲間とともにより良い生き方を切り拓く子どもの育成』として、
新たな課題に取り組み始めたところです。また、去る９月14日には、『平成22年度　釧路へ

き地複式教育連盟研究大会』の授業会場校として、姉別小学校、榊町小学校とともに授業公開をしました。研究大
会当日には、３校合計で町内外より100人以上の参加者を迎えて、実りある研究大会とすることができたと感じてい
ます。次年度は授業公開を実施しないかもしれませんが、研究の成果を研究集録としてまとめるとともに、全道レ

ベルの大会において研究発表等を行って、広
くご批正をいただこうと考えています。
　また、姉別小学校が閉校となり24年度より
本校に統合されることが決まっていますので、
スムーズな統合を目指して児童同士の交流は
もちろん、保護者・地域の方々との交流プロ
グラムを練っているところです。

学校発信情報

「まなぶん」
　このコーナーは、町内の小・中学校における特色ある教育
活動や取り組みを紹介するコーナーです。
　また、愛称の「まなぶん」は、「学ぶ」と地図記号で学校を
表す「文」をあわせたものです。町内小学校10校・中学校５
校を連載でご紹介しています。

生涯学習の
マスコット
“マナビィ”

《浜中小学校》

《茶内中学校》

学校データ

学校データ

（12月１日現在）
校　長　吉田　和夫
教　頭　今井　直史
教　　員� ５人
養護教員� １人
事務職員� １人
事　務　生� １人
児　童　数� 36人
学級数� ５学級

（12月１日現在）
校　長　山﨑　雅弘
教　頭　伊澤　一郎
教　　員� ８人
養護教員� １人
事務職員� １人
事　務　生� １人
生　徒　数� 39人
学級数� ３学級

－小中高連携の強化を目指して－
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№ 115

２学年　見学旅行へ！！
日本の伝統文化を学び、

自主研修・着付け・昆布配りを経験！！

　本校の２学年が、11月９日～13日の日程で見学旅行に行ってきました。
　初日は大阪の海遊館や天保山マーケットプレイスに行き、２日目は奈良
と京都で東大寺や薬師寺、清水寺などの寺社を見学し、普段なかなか見る
ことのできない日本の歴史や伝統文化を目の当たりにしました。また、清
水坂では初の試みである着付けを行い、着物姿で清水寺まで移動して記念
撮影をするなど、生徒達は普段とは違う雰囲気を楽しんでいました。３日
目は今年で16回目となる京都駅での昆布配りを行いました。浜中・散布両
漁協から提供いただいた昆布を、生徒達が大切に袋に詰め、浜中町をＰＲ
するために全員で配りました。通勤ラッシュの慌ただしい中、勇気を出し
て初対面の人に話しかけて昆布を渡したことは、生涯忘れることのない良
い思い出となったことでしょう。その後は班毎に関西自主研修を行い、自
力で千葉県舞浜のホテルに到着しました。４日目は終日東京ディズニーラ
ンドを満喫し、夜は豪華なパレードを堪能しました。５日目は東京自主研
修を行った後、羽田空港に集合し、帰路につきました。
　４泊５日という短期間で多くの経験をし、仲間と共に精神的に成長できた
２学年は、来年からは霧高を引っ張っていく立場となります。そして、自らの
進路実現に向けてしっかりと目標を定め、早期から準備や対策を行い、就職
氷河期に負けない強い精神力を持った人間に成長することを期待しています。

幼 児 ス ケ ー ト 教 室

町 民 ス ケ ー ト 大 会

　小学校就学前の幼児を対象とした「幼児スケート教
室」を開催いたします。町スケート連盟の指導者が、
スケート靴の履き方や立ち方などの初歩から教えてく
れます。
　詳しい内容については、保育所を通じてお知らせい
たしますが、直接申し込みもできますので参加を希望
する方は下記まで連絡してください。
◆日　　　時　　１月22日㈯　13：00～
◆会　　　場　　総合体育館・町民スケートリンク
◆参　加　料　　無　料
◆申 込 期 間　　１月７日㈮～１月15日㈪まで

※�町民スケート大会・幼児スケート教室の申し込
みは…
　教育委員会　生涯学習課　スポーツ係
　（総合体育館内）　　　　　☎６２－３１４４

◆日　　　時　　1月30日㈰
　�　　　　　　　　開 会 式　８：30
　�　　　　　　　　競技開始　９：00
◆会　　　場　　町民スケートリンク
◆対　　　象　　幼児から一般
◆参　加　料　　無　　料
◆申 込 期 間　　１月21日㈮まで

◆�種　目～２種目まで可（リレー、3000Ｍを除く）
　　幼　　　　児：オープン100Ｍ（当日申し込み可）
　　小学１年～３年：100Ｍ・300Ｍ・500Ｍ
　　小学４年～６年：300Ｍ・500Ｍ・1000Ｍ・3000Ｍ
　　中学生・一般：500Ｍ・1000Ｍ・3000Ｍ
　　リレー競技：2000ＭＲ（600/400/400/600Ｍ）
　　　◎詳しくは開催要項等でご確認ください。

◆�種　目～２種目まで可（リレー、3000Ｍを除く）

参加者募集！
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　いよいよ来年度から、小学校５・６年生で「外国語活動」が必修になり、
英語教育の入り口が、中学校から小学校に移ります。
　霧多布小学校では、平成19年度から「英語を学ぶよさ」を実感できる授業
づくりの研究と実践に取り組んできました。
　中学校の前倒しではなく、話すことや聞くことを中心に、様々な相手とコ
ミュニケーションを図るよさを体験することが小学校の目標ですので、子ど
もたちが、自然と話したくなり、安心してコミュニケーションを図ろうとし、
楽しく活動する授業が公開されました。
　小学校の他に、中学校と高校の先生や保護者も参観し、小中連携やこれか
らの外国語教育への関心の高さを示していました。

　毎年、熱戦が繰り広げられる「子どもかるた大会」の季節が、今年もやっ
てきました。現在決まっている日程は下記のとおりです。
　各地区で十分に練習を重ね、技術を磨いてほしいと思います。
　また、保護者の皆さんの温かいご声援をお願いします。

安心して楽しめる外国語活動を！～霧多布小学校公開研究会～11/26

自分の生活を伝え合う（６年生）

英語でのクイズ大会（５年生）パーティーの買い物を（３年生）リズムに合わせ英語の歌を（２年生）

子 ど も か る た 大 会 の お 知 ら せ

◆地区館子どもかるた大会
　●本館地区（総合文化センター）
　　１月12日㈬
　●茶内地区（西円朱別小学校体育館）
　　１月15日㈯
　●姉別地区（姉別農村環境改善センター）
　　１月23日㈰

◆浜中町子どもかるた大会（総合文化センター）
　　２月１２日㈯　８：３０～
◆釧路管内少年少女下の句かるた選手権大会
　　３月１３日㈰　白糠町
◆釧根地区少年少女下の句かるた選手権大会
　　３月２０日㈰　鶴居村

☆�冬季休業日＜小・中学校…12／ 25～１／ 18　高校…12／ 23～１／ 12＞
　・児童生徒が、学習・読書・運動の目標を持ち、よりよく生活をしようとする創造性の育成を！
　・毎日「早寝、早起き、朝ごはん」を実践する、健康で規則正しい生活習慣を家庭から！
　・積極的な子どもへの声かけにより、危険を回避する能力を育て、事故や非行の防止を地域から！
　～テレビやゲームの１日の時間、携帯電話の使い方など、親子で約束を決めて守りましょう～
　～学校・家庭・地域が一体となり、子どもを大切に育てるまちづくりに、ご協力をよろしくお願いします～
☆�子どもの教育相談窓口　＜浜中町教育委員会指導室�来所又は☎62－2249（直通）＞
　～�学習、学校生活、友人関係などについて、児童生徒や保護者からの相談を随時受けています�～

学校教育からの情報コーナー
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新 着 図 書 案 内

　 　

「絵本らんど・おはなしタイム」のお知らせ
総合文化センター（２階・図書室）午前 11時より

１月８日（土）

紙芝居『ひこうせんでそらのさんぽ』
絵　本『おうちのともだち』
絵　本『もこもこもこ』

１月22日（土）

紙芝居『ここほれガッチャ』
絵　本『なのなの』
絵　本『もくもくやかん』

　うみキリンってしってるかい？う
みキリンは海に住
んでいるから、うみ
キリン。海に住んで
るなんてちょっと変
だけど、海の仲間
はみんな知ってる。

『うみキリン』
� あきやま　ただし／作（児童書）

『しずくちゃん　きせつのずかん』
ぎぼ　りつこ／作（児童書）

『ミロとチャチャのふわっふわっ』
� 野中　柊／作

寺田　順三／絵（児童書）

『コロヨシ！！』
三崎　亜記／作（一般書）

『夢を見るために
毎朝僕は目覚めるのです。』
村上　春樹／著（一般書）

『浜内さん家のけんこう和食』
浜内　千波／著（一般書）

　≪児童書≫	 『アニメ版ガラスのうさぎ』	 『マルガリータと森のまもの』	
	 	 高木　敏子／原作� � 江藤　ノリコ／作� �
	 『ラブ偏差値　年上のアイツ』	 『発音でわかる　英語の音じてん』
	 	 斉藤　栄美／作　米良／絵� � 松澤　喜好／著
　≪一般書≫	 『うちの３姉妹13』� 『アリアドネの弾丸』� 『美肌生活』
� � 松本　ぷりっつ／著� � 海堂　尊／著� � 佐伯　チズ／著
� 『武士道シックスティーン』� 『できる子供は知っている本当の算数力』	
� � 誉田　哲也／著� � 小田　敏弘／著� �

　２００Ｘ年、掃除は日本固有のス
ポーツとして続きつつ
も何らかの統制下にお
かれる謎多きスポーツ。
一人の男子高校生が掃
除に真っ向勝負！奇想
青春小説。

　『アンダーグラウンド』から『１
Ｑ８４』まで13年間の
インタビュー 18本を収
録。なぜ書くのか、創
作の秘密、日本社会へ
の視線などについて語
りつくす。

　かんたん！栄養満点！おいしい！
でもカロリーオフ！
嬉しい母の味、約70
品を掲載。健康あっ
ての幸せ、賢く作れ
て幸せ。浜内流の和
食のコツが満載。

　子ネコのミロとチャチャは大の仲
良し。たからものを探
しに自転車に乗って野
原へ出かけました。二
ひきが見つけたものは
…。やんちゃな子ネコ
の冒険。

　日本の四季を楽しく学べる図鑑。
季節ごとの行事、動物、
植物、遊びについても
学べるよ。人気キャラ
クター「しずくちゃん」
とかわいい仲間たちも
いっぱい。

　4月23日からこども読書週間が始まっています。図
書室では、テーマ『笑顔のヒミツは本の中！』に合
わせ、こどもも大人も楽しめる絵本コーナーや笑顔
になれる読み物などの特別書架コーナーや工作会を
企画しました。ぜひ、来てください。

かんたん工作会
・日　時：５月９日㈯
・時　間：工作会　午前の部　10：00～11：00
　　　　　　　　　午後の部　13：30～14：30
　　　　　読み聞かせ　　　　11：00～11：30

『まめうしのまんまるいふゆ』
あきやま　ただし／作・絵　ＰＨＰ研究所

　ぼく、まめうし。まめつぶくらいの小さい子牛。とっても
寒い冬がやってきた。ともだちのくまくん、リスちゃんはな
んだか忙しそう…。「とうみん」の準備？逢えなくなるのは
寂しいけれど…まんまる雪がふってきて…

（読み聞かせの目安　４～５歳）

『ランドセルがやってきた』
中川　ひろたか／文　村上　康成／絵　徳間書店

　ある日、家に帰ってみると、うみひこくんに大きなプレゼ
ントが届いていました。送り主はだれかな？中身はいったい
なんだろう･･･。新入学生に贈る１冊。お母さんと読んだ後は、
ひとりでも頑張って読んでみよう。

（読み聞かせの目安　５～６歳）

～読み聞かせおすすめ絵本～
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健康サポート

本人はもちろん、周りも知ろう

更年期の心と体
NO 263　保健師・歯科衛生士・栄養士です

健康に関する質問やご相談は、下記まで

役場　福祉保健課　健康推進係
☎62-2307

　更年期とは、すべての女性が迎える人生の節
目。更年期に入ると、月経異常のみならず、体
の至るところへ不快症状（更年期症状）が現れ
ます。本人のセルフチェックも大切ですが、家
族や周囲の方々の理解と支えがとても大切に
なってきます。

更年期とは？

更年期症状はなぜ出てくるのか？

　閉経前後の数年から10年くらいの時期
　閉経の平均年齢は50歳頃

　卵巣機能の低下で女性ホルモン分泌が減少し、脳（自
律神経）が混乱するため、体の調子がくるう。
※男性も、50歳前後で症状が出ることがある。

0歳　10歳　20歳　30歳　40歳　50歳　60歳　70歳

思春期 更年期

閉経
⬇

老年期性成熟期

女性ホルモン

多

少

さまざまな更年期症状
○ほてり、発汗、動悸、冷えなど　　　　　　　　○しびれ、腰痛、肩こり、関節痛など
○頭痛、めまい、耳鳴り、不安、不眠、うつ傾向、イライラなど
○吐き気、おう吐、食欲不振、腹痛、便秘、下痢など
○頻尿、残尿感、排尿時痛、不正出血、外陰部のかゆみ、性欲減退、おりものの増加など
○全身倦怠感（身体のだるさ）、肌荒れ、ドライマウスなど

症状 強 中 弱 無 点数
①顔がほてる 10 ６ ３ ０
②汗をかきやすい 10 ６ ３ ０
③腰や手足が冷えやすい 14 ９ ５ ０
④息切れ、動悸がする 12 ８ ４ ０
⑤寝つきが悪い、または眠りが浅い 14 ９ ５ ０
⑥怒りやすく、すぐイライラする 12 ８ ４ ０
⑦くよくよしたり、憂うつになることがある ７ ５ ３ ０
⑧頭痛、めまい、吐き気がよくある ７ ５ ３ ０
⑨疲れやすい ７ ４ ２ ０
⑩かたこり、頭痛、手足の痛みがある ７ ５ ３ ０

合計点　　　

更年期度セルフチェック表

０～ 25点

問題なし

26 ～ 50点

食事、運動に気をつけ、無理を
しないように

51 ～ 65点

更年期・閉経外来で生活指導カ
ウンセリング、薬物療法を受け
たほうがよい

66 ～ 80点

長期（半年以上）の治療が必要

81 ～ 100点

各科の精密検査を受け、更年期
障害のみである場合は、更年期・
閉経外来で長期の治療が必要

①バランスのとれた食事
　　（特にカルシウムは多め）

②適度な運動
　　（ウォーキング・体操・水泳など）

③休養
　　（�温泉に行く・しっかり眠る・ヨガ・

アロマオイルなど）

④趣味など好きなことをする

⑤	症状が重くなったら、無理せず
病院へ行く

　　（�主な治療は、ホルモン補充療法・漢
方薬・精神安定剤や抗うつ剤などの
薬物療法）

☆�更年期は必ず過ぎます。周囲に
助けてもらいながら、乗りこえ
ましょう。

更年期をどう乗りこえる？

合計点による自己採点の評価法

（出典）小山嵩夫、日本医師会雑誌　第109巻・第２号：259－264,1993

　町では、月に 1度「こころの健康相談」を行っています。
詳しくは、浜中町地域活動支援センター (☎ 62－2177) まで
ご連絡ください。
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俳　

句

短　

歌

琵琶瀬親睦・小島　信夫 さん （85歳）

茶 内 旭・覀村　斗陽 さん （６歳）

浜中桜南・石田　チヱ さん （92歳）

霧多布一区・金子タツヱ さん （82歳）

霧多布四区・紺野　　順 さん （88歳）

茶 内 緑・鈴久名幸郷 さん （71歳）

渡 散 布・前田　貞義 さん （64歳）

茶内福島・更家　　基 さん （87歳）

茶内昭和・目黒　颯
そう や

也く ん（敏和さん）

茶内下茶内・佐々木和
かず き

希 ちゃん（ 誠さん）

暮 帰 別・坂本　桜
さく ら

桃 ちゃん（康博さん）

姉別八千代・小松　美
みは る

晴 ちゃん（ 明さん）

霧多布一区・赤沼　咲
さゆ き

幸 ちゃん（正彦さん）

霧多布一区・フロリー・テイラー・サユリ ちゃん（ジェイソンさん）

身
の
果
て
る
ま
で
を
詠う
た

は
む
夕
映
え
と
樹
氷
の
朝
の
美
し
か
れ
ば

松
永　

真
澄

（
茶　
　

内
）

霧多布（湯沸）岬の御来光を仰ぐ…

　11月末現在（前月比）
●人　口：6,654人　　（－　１）
　　　男：3,233人　　（－　１）
　　　女：3,421人　　（　　０）
●世帯数：2,471世帯　（－　１）

素
枯
れ
た
る
庭
に
タ
ン
ポ
ポ
黄
の
色
に
少
さ
き
花
よ
雪
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が
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う

相
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睦
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内
）

地
球
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ふ
星
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く
さ
の
な
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世

二
瓶　

良
子
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茶
内
第
三
）

二
匹
の
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候
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ゐ
た
り
し
が
そ
の
う
ち
家
の
犬
に
な
り
候

福
沢
　
睡
蓮

（
茶
　
　
内
）

　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
、白
地
に
赤
の
四
角
塔
形
、優
雅
な
湯
沸
岬
灯
台

は
昭
和
二
十
六
年
（
一
九
五
一
年
）六
月
十
五
日
に
初
点
灯
い
ら
い
約

六
十
年
に
わ
た
っ
て
航
行
の
安
全
を
見
守
っ
て
い
る
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平
均
水
面
上
か
ら
照
射
灯
レ
ン
ズ
の
中
心
ま
で
四
〇
メ
ー
ト
ル
、地

面
よ
り
高
さ
は
二
メ
ー
ト
ル
、灯
台
か
ら
達
す
る
光
達
は
一
九
海
里（
約

三
四
．二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）と
資
料
に
記
さ
れ
て
い
る
。（
註
、「
北
海
道
の

灯
台
」、取
材
編
集
者
、田
中
幸
重
氏
）灯
台
の
元
祖
は
一
八
〇
〇
年
代
、

九
州
方
面
で
難
破
船
救
助
の
際
に
焚
火
を
し
て
船
を
導
い
た
の
が
そ
も

そ
も
と
い
わ
れ
、明
治
維
新
後
に
近
代
化
し
た
と
い
わ
れ
る
。岬
よ
り
三

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
海
上
に
あ
る
岩
礁
を
照
射
灯
で
照
ら
し
、海
霧
や
降

雪
が
発
生
し
た
場
合
は
霧
笛
を
鳴
ら
し
航
行
安
全
を
告
げ
た
。

　

灯
台
は
現
在
、
釧
路
海
上
保
安
部
（
釧
路
市
南
浜
町
）
所
管
で
、
照

射
は
自
動
化
さ
れ
、航
海
計
器
の
普
及
に
よ
り
霧
笛
は
廃
止
と
な
っ
た
。

　

例
年
、秋
に
「
岬
ま
つ
り
」が
灯
台
近
く
の
広
場
で
催
さ
れ
て
き
た
。

灯
台
近
く
の
バ
ン
ガ
ロ
ー
で
は
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度
聞
い
た
ら
忘
れ
ら
れ
な
い
「
霧

笛
」に
人
気
が
あ
っ
た
。�
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）

吉
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弘

（
霧
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布
）

燈
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酒
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雪
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暮
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別
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湿
原
に
隈
な
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初
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（
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内
）

霜
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寢
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山
の
鳥
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お く や み

ひとのうごき

監
獄
の
厳
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に
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の
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衣い

の
人ひ

と形
に
問
う
て
み
た
き
も

松
館
ス
ミ
子

（
貰　
　

人
）

�

ご寄付ありがとうございます
琵琶瀬　白戸　一寿さん　20,000円（福祉振興基金として）
琵琶瀬　髙野　幸子さん　200,000円（福祉振興基金として）
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日 月 火 水 木 金 土

　 　 　 1

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

30 31

はまなか行事カレンダー（１月）

○ 役場閉庁

文体農すＭ勤
○ 役場閉庁 ○ 役場閉庁 ○ 役場閉庁 ○ 役場閉庁 ○ 浜中消防団出初式（霧

多布市街・浜中消防庁
舎　9：45～）

○ 絵本らんど・おはなし
タイム（総合文化セン
ター図書室　11：00～）

文体農すＭ勤 文体農すＭ勤 文体農すＭ霧勤 文体農すＭ霧勤 文体農すＭ霧勤 霧 霧勤
○ 浜中町成人式記念式

典（総合文化センター
　13：30～）

○ 健康教室〔茶内市街〕
（茶内コミュニティセン
ター　10：00～11：30）

○ 地区館子どもかるた大
会〔本館地区〕（総合
文化センター）

○ 健康教室〔茶内第一〕
（ 茶 内 第 一 住 民 セ ン
ター　10：00～11：30）

○ 健康教室〔姉別南〕（姉
別農村環境改善セン
ター　13：30～15：00）

○ 霧多布高校始業日

○ 地区館子どもかるた大
会〔茶内地区〕（西円
朱別小学校体育館）

Ｍ霧勤 体農すＭ霧勤 文体す霧 霧 霧 霧 霧勤
○ 健康教室〔茶内第三〕
（茶内第三母と子の家
　10：00～11：30）

○ 健康教室〔散布〕（浜
中町漁村センター　
10：00～11：30）

○ 健康教室〔姉別北〕（姉
別 寿 の 家　10：00～
11：30）

○ 健康教室〔円朱別〕（円
朱 別 会 館　13：30～
15：00）

○ ３学期始業式（町内小・
中学校）

○ げんきっずくらぶ（母
子健康センター　９：
30～11：30）

○ 絵本らんど・おはなし
タイム（総合文化セン
ター図書室　11：00～）

○ 幼児スケート教室（総
合体育館・町民スケート
リンク　13：00～15：00）

Ｍ霧勤 文体農すＭ霧 霧 霧 霧 霧 霧勤
○ 地区館子どもかるた大

会〔姉別地区〕（姉別農
村環境改善センター）

○ 健康教室〔西円朱別〕（西
円朱別農民研修セン
ター　10：00～11：30）

○ ハツラツ倶楽部わっ
はっは（総合文化セン
ター　10：00～11：30、
茶内コミュニティセン
ター　13：30～15：00）

○ 風呂の日（ゆうゆ）

○ むし歯予防教室（茶内
コミュニティセンター
　10：00～11：00）

○ 小学生むし歯予防教室
（母子健康センター　
15：00～17：00）

Ｍ霧勤 文体農すＭ霧 霧 霧 霧 霧 霧勤
○ 町民スケート大会
　（町民スケートリンク
　8：30～）

Ｍ霧勤 文体農すＭ霧

●表下段は休業・休館のお知らせです。各記号は下記の施設と対応しております。
　文…総合文化センター　体…総合体育館　農…農業者トレーニングセンター　す…すくらむ21
　Ｍ…ＭＯ－ＴＴＯかぜて　霧…霧多布湿原センター　勤…勤労青少年ホーム　

工業統計調査ご協力のお願い
　平成22年12月31日を期日として工業統計調査が行われております。
　この調査は、製造業を営む事業所を対象として、その活動実態を明らかにすることを目的とし
ております。統計調査員が12月に調査票を配布、１月に回収に伺いますので、各事業所の皆様
にはご協力をお願いいたします。

１月あそびのひろば日程
毎週…㊊㊋㊍㊎　　９：00～12：00
　　　　　　　　　（霧多布保育所内子育て支援センター）
毎週…㊊㊋㊌㊍㊎　14：30～16：30　
　　　　　　　　　（霧多布保育所内子育て支援センター）
毎週…㊌　　　　　10：00～12：00　
　　　　　　　　　（茶内コミュニティセンター）※コミセン使用時はお休み
※	13日㈭は「おもちつき」を行います！12月31日㈮～１月
７日㈮は年末・年始お休みです。


